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比 較 社 会 論 哲学思想・歴史からスポーツまでを対象に、過去の思想・歴史を踏まえつつ、日本・アジア・

欧米・イスラムの諸地域を相互に比較横断する研究を推し進める領域である。社会分析的視

点を大幅に強化し、社会構造の分析にとどまらない社会と文化の学際的・総合的な研究を進

めていくことが期待される。 

表 象 芸 術 論 美術・工芸・服飾・舞踊・音楽を主な対象とし、文化表象・表現を多方面から、舞踊・音楽に

おいては実践と理論の融合を図りつつ、専門的かつ横断的に批判的分析・追究する領域であ

る。表象芸術に関する幅広い知見と専門知識、独創的な分析力をもち、表象芸術論を人間理

解・国際協力の強力な媒介として社会に提言することに意欲をもった学生を求める。 

 

  ◎ 人間発達科学専攻 

人間発達科学専攻は、人間の生涯にわたる発達と社会環境にかかわる広いテーマに関連する高度の専門研究を進

める女性研究者となる人を育てている。人間の発達、環境、教育、生活などの領域について、日本や世界の、過

去から現在、あるいは２１世紀への諸問題の解決に意欲を持つ学生の入学を期待する。後期課程３年間で博士論

文を完成できることが期待される。入学後は１年次から毎年、学会発表、学会誌への論文の投稿、学内外の研究

活動への参加など、計画的に研究成果をあげることが求められる。まず、優れた修士論文を完成させること。 

入学試験では、修士論文の質と、今後の研究計画が明確かどうかを審査する。研究指導を受けたいと考える教員

に事前に相談すること。意欲的な学生の皆さんの応募を期待する。 

 

領  域 要   旨 

教 育 科 学 人間の生涯にわたる発達の過程を多様な方法論により科学的に探究するとともに、諸教育問

題の解決に資する実践的な研究を行う。基礎科学・方法論として、教育思想、教育史、教育社

会学を置き、またマクロ・ミクロの実践科学として教育課程・教育方法論、教育開発論、教育

心理学、特別支援教育論を設置する。本領域では、人間の発達について教育科学的に考えるこ

とのできる研究者および研究者的な視点をもつ実践者の育成をめざしている。本領域は、人

間の発達に深い関心を持ち、自身の専門とする領域の研究方法に通暁した学生の入学を希望

する。 

心 理 学 心理学領域では、人間の心理を、脳を核として、発達という時間軸、社会という空間軸の中

で、多次元的・総合的に検討し理解する。そのために次のような授業科目を設けている。「発

達心理学先端研究」「認知科学論」「メディア心理学」「健康行動論」「教育心理学研究」。

これらの授業科目における教育・研究を通して、心理学領域の研究者を育成することが、本領

域の目的である。心理学の研究者や専門職となることを希望する学生を期待する。すでに心

理学の基礎的・応用的方法論や統計的手法を習得していること、英文で学術論文を作成する

力を求める。広い分野への関心を期待しつつ、「発達心理学」「認知心理学」「社会心理学」

「臨床心理学／健康心理学」「教育心理学」の分野のいずれかにおいて専門的な研究をすすめ

る意欲のある学生を求める。 

発達臨床心理学 発達臨床心理学の教育および研究を行う。臨床心理学を柱として、家庭、教育、医療、福祉、

司法、産業等のさまざまな場における心理臨床的、発達的課題について専門的に対処する力

を養成するとともに発達臨床心理学の研究を行う高度な研究能力を養う。臨床心理学の研究

者および専門職となることを希望する学生を求める。すでに臨床心理学の基礎的・応用的方

法論や、統計的手法を習得していることが必要である。 

社会学・社会政策 本領域では、社会学を中心に、経済学、法学などを含む社会科学を基礎学問として、人間、社

会、文化にかかわる諸現象を探究する。社会科学的研究において、理論と実証を統合するだけ

でなく、実践との密接な結びつきを意識して、政策科学的な研究として発展させることをも

重視する。よって、入学を希望する者には、社会科学のいずれかの分野における堅実な基礎的

教養を備えていること、理論的な問題関心とそれに取り組むための経験的研究方法への関心

の双方を有していること、そしてその研究が学術的および社会的・実践的にどのような意義

と可能性を持つのかについて説得的に説明できることが求められる。 

保 育 ・ 児 童 学 保育・子育て等の現場で生じている多様な問題を、多角的に分析・理解し、問題解決を図るこ

とのできる高度な専門的知識と実践能力を備えた人材を育成することが目的である。具体的

には、乳幼児期以降の保育・幼児教育、発達支援、子育て支援、0 歳から就学期・児童期を見

通した接続的教育等を研究する研究者、専門職業人を養成する。入学を希望する者には、子ど

もをとりまく多様な実践的・社会的課題に取り組む意欲をもち、分析的・科学的にアプローチ

するための理論および研究方法論を習得していることが求められる。 
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Ⅱ．学生募集日程等 

1．専攻・領域及び募集人員 

専攻 領域 
9 月

入試 

3 月

入試 

募集人員(注) 

一般 留学生 

比 較 社 会 文 化 学 専 攻 
国際日本学領域、言語文化論領域、比較社会論領域 

表象芸術論領域 
× ○ ２７名 若干名 

人 間 発 達 科 学 専 攻 
教育科学領域、心理学領域、発達臨床心理学領域 

社会学・社会政策領域、保育・児童学領域 
× ○ １４名 若干名 

ジェンダー学際研究専攻 ジェンダー論領域 × ○ ４名 若干名 

ライフサイエンス専攻 
生命科学領域、食品栄養科学領域 

遺伝カウンセリング領域 
○ ○ １３名 若干名 

理 学 専 攻 
数学領域、物理科学領域、化学・生物化学領域 

情報科学領域 
○ ○ １３名 若干名 

(注) 募集人員（一般と留学生）には、進学者選考以外の一般入試と外国人留学生入試それぞれの募集人員を含む。 

※「生活工学共同専攻」の入試については、「生活工学共同専攻学生募集要項」を参照してください。 

2．試験期日 

       9 月入試   2025 年 9 月 8 日（月） 

      3 月入試   2026 年 3 月 3 日（火）・4 日（水） 

 

  ※ 試験期日は社会情勢により、急きょ変更になる可能性があります。変更があった場合は、あらためて通知します。

随時、ホームページで最新情報を確認してください。 

3．出願資格 

 (1) 比較社会文化学専攻、人間発達科学専攻、ジェンダー学際研究専攻 

   4 月進学 ： 本学大学院（博士前期課程）を 2025 年 9 月修了した者及び 2026 年 3 月修了見込の者。 

 (2) ライフサイエンス専攻、理学専攻 

   10 月進学： 本学大学院（博士前期課程）を 2025 年 3 月修了した者及び 2025 年 9 月修了見込の者。 

          ただし、ライフサイエンス専攻遺伝カウンセリング領域を除く。 

   4 月進学 ： 本学大学院（博士前期課程）を 2025 年 9 月修了した者（9 月入試を受験する場合は 

          9 月修了見込の者）及び 2026 年 3 月修了見込の者。 

4．出願期間 

 

    9 月入試    2025 年 7 月 22 日（火）～24 日（木）【必着】 

      ※ ただし、7 月 23 日（水）の日本国内の消印のあるものに限り、期間後に到着した場合でも受理する。 

    3 月入試    2025 年 12 月 22 日（月）～24 日（水）【必着】 

      ※ ただし、12 月 23 日（火）の日本国内の消印のあるものに限り、期間後に到着した場合でも受理する。 

 

5．出願方法 

    本学所定の封筒に出願書類を一括し、書留速達で郵送すること。郵送等以外は受け付けないので注意すること。 

    なお、論文等が封筒に入りきらない場合には、「書留速達小包」として送っても差し支えない。大学窓口では

直接受け付けないので注意すること。 

    受験票は口述試験要領・日程案内等を同封の上、後日送付する。試験日の７日前までに、郵送予定。また、この

受験票は入学手続の際にも必要となるので、紛失しないように注意すること。 

6. 受験上・修学上の配慮の事前相談について 

  (1) 心身に障がいあるいは疾病があり、受験上の配慮を必要とする者（点字又は代筆による解答を希望する者を含む）

については、本学入試課へ申し出ていただき、入試の出願約 1 ヶ月前（9 月入試：2025 年 6 月 27 日（金）、2 月

入試：2025 年 11 月 21 日(金)）までに「受験上の配慮事前相談申請書」「医師の診断書」等をご提出ください。

なお、受験上の配慮を講じる必要はないまでも、修学上の不安等を感じる者も、同様に申し出てください。 

また、出願後に不慮の事故等により、同様に受験上及び修学上の配慮を希望するに至った場合には、直ちに入試

課へ申し出の上相談してください。 
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  (2) 本学の「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真摯な夢の実現の場として存在する」というミッションから、

自身の性自認にもとづき、女子大学で学ぶことを希望する者を 2020 年 4 月入学者から受け入れております。戸

籍又はパスポートの性別と性自認が異なっている者については、入学後の学生生活をサポートするために、通称

名や更衣室の使用などについて、あらかじめ情報を提供したいと考えていますので、入試の出願約 2 ヶ月前（9

月入試：2025 年 5 月 30 日（金）、3 月入試：2025 年 10 月 24 日(金)）までに必ず入試課に申し出てください。

その際に、本学に正規生として在学中の学生は「出願申出書」と学生証の写しを提出してください。申し出によ

って、合否判定の際に不利に取り扱われることはありません。 

7．選考方法 

    学力検査（口述試験）及び出願書類を総合して行う。 
    詳細については、各専攻ごとに定めてあるので参照のこと。 

8．試験場所    お茶の水女子大学 

9．１０月進学について 

   次の専攻・領域について 10 月進学（進学時期：2025 年 10 月）を希望する者は、2025 年 9 月入試時に出願するこ

とができる。希望する場合は、進学願書、写真票及び受験票の進学希望時期欄の「2025 年 10 月」にチェックする

こと。進学を許可された後で、４月進学に変更はできないので注意すること。 

   ただし、10 月進学の場合は、2025 年度の専攻・領域に所属し、2025 年度の授業科目を履修することになるので、

注意すること。また、9 月から授業を開始する場合があるため、志望教員には事前に連絡をとること。 

   ○ライフサイエンス専攻   生命科学領域、食品栄養科学領域 

   ○理学専攻         全領域 

10．合格発表 

 

    9 月入試  2025 年 9 月 12 日（金） 12 時 

    3 月入試  2026 年 3 月 10 日（火） 17 時 
 

   合格発表日に合否照会システムで公表する。下記 URL にアクセスすること。 

   https://www.gouhi.com/ocha/ 

     (注) 電話等による合否の問合せには応じない。 

11．進学時期 

   2026 年 4 月（2025 年 10 月進学者を除く。） 

12．検定料、入学料及び授業料 

 (1) 検定料及び入学料は、不要です。 

 (2) (ⅰ) 2026 年 4 月進学者 

     授 業 料  半期分 ２６７，９００円 （年額 ５３５，８００円） （予定額） 

  (ⅱ) 2025 年 10 月進学者 

     授 業 料  半期分 ２６７，９００円 （年額 ５３５，８００円） 

  (注) 進学時及び在学時に授業料改定が行われた場合は、改定時から新授業料が適用される。 

13．注意事項 

 (1) 提出された書類に不備がある場合には、受理しない。また出願受理後は、いかなる事情があっても、 

出願書類等の変更・返却の請求には応じない。 

 (2) 出願について、不明な点がある場合には、入試課（p.8 の問い合わせ先）に問い合わせること。 

 (3) 合格・不合格に関する郵便・電話等による問い合わせには一切応じない。 

 (4) 受験票は、進学手続（合格者）の際にも必要となるので、紛失しないように注意すること。 

 (5) 出願後受験を辞退する場合や、合格後進学を辞退する場合には、すみやかにその旨連絡のこと。 

 (6) 2 つ以上の専攻に記載されている教員を指導教員にする場合には入試課に問い合わせること。 
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14．進学手続関係案内 

    下記 URL にアクセスし、入学手続期間に注意して、手続をすすめること。 

    https://www.ao.ocha.ac.jp/admission_procedure/index.html 

 ※ 入学試験合格者への連絡事項[PDF]に記載された入学手続期間を予め確認しておくこと。 

 ※ 合格発表から入学手続までの期間と手続期間ともに短期間となる場合があるので特に注意すること。このため、

16.に記載する長期履修学生制度を申請する場合は必ず事前に相談すること。 

 ※ 合格発表後、住所を変更した場合は必ず入試課へ届け出ること。 

15．学生支援について 

奨学金は、本学独自の奨学金として、大学院博士後期課程研究奨励賞（予約型奨学金、学内進学者対象）と育児

支援奨学金があります。 

大学院博士後期課程研究奨励賞は、進学を希望する本学博士前期課程学生に対し、進学後の研究支援を行うこと

を目的とする制度で、入学決定前に申請し採用（内定）となった場合には、入学後に奨学金を受け取ることがで

きます。 

育児支援奨学金は、本学に設置された保育所を利用する学生に対し、保育料の一部を援助するものです。 

さらに経済的理由により授業料の納入が困難であり、かつ学業優秀と認められる者に対し、選考の上、授業料の

全額又は半額を免除、あるいは徴収を猶予する制度があります。 

 その他日本学生支援機構による奨学金、民間の法人や団体からの奨学金等、学生支援に関する詳細は、本学ホー

ムページを参照してください。 

  ○入学料及び授業料の免除・徴収猶予制度について 

       https://www.ocha.ac.jp/campuslife/info/exemption.html 

  ○奨学金について  https://www.ocha.ac.jp/campuslife/scholarship/about.html 

  ○学生寮について  https://www.ocha.ac.jp/campuslife/lodgings/index.html 

 

  また、本学では国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の助成を受けて、生活費・研究費などの経済支援やキ

ャリア支援を行う、２つのプログラムを実施しています。 

  ・「革新」×「共創」で未来を拓く女性博士育成プロジェクト T-COCOA（SPRING） 

  ・異種専門知識の融合と価値観の多様性に基づく次世代 AI 開発人材の育成（BOOST） 

  ※2026 年 4 月の新入学者を対象とした募集については、2025 年秋頃に本学ホームページに掲載予定です。 

  ※予算の都合等により、支援内容を変更または募集を中止することがあります。 

 

   不明な点については、本学学生・キャリア支援課（下記）に問い合わせてください。 

    入学料及び授業料免除、学生寮担当 TEL 03-5978-2646, E-mail gakusei@cc.ocha.ac.jp 

    奨学金担当 TEL 03-5978-5148, E-mail gakusei@cc.ocha.ac.jp 

   ただし、外国人留学生の奨学金については、国際課（下記）に照会してください。 

    留学生奨学金担当 TEL 03-5978-5143, E-mail ryunai@cc.ocha.ac.jp 

16．長期履修学生制度について 

職業を有する等の事情により、一般の学生に比べて年間に修得できる単位数が限られ、標準修業年限で修了する

ことが困難な学生を対象として、長期履修学生制度を導入しています。そうした事情にある者は、3 年間で設定

されている修業年限を 4 年間から 6 年間で履修し、課程を修了することを認められることがあります。（全ての

申請者が適用を受けられる訳ではなく、制度の趣旨に沿っているかを学内の委員会で審査し、適用の可否を決定

します。）「職業を有する等」とは、有職者（正規雇用、臨時雇用（パートタイムなど正規に近い勤務時間の者）、

自営業等）、家事、育児、介護、障がい等の事情にあることをいいます。 

長期履修学生として認められた場合の授業料は、「定められた授業料の年額」に「標準修業年限」を乗じて得た

額を「許可された修業年限」で除して得られた額となります。 

長期履修を希望する者は、入学手続期間内に申請書類を提出してください。不明な点については、本学学務課大

学院担当（TEL 03-5978-5821, E-mail  daigakuin@cc.ocha.ac.jp）に問い合わせてください。 

17．Global Students Course について 

2020 年 4 月入学者より、英語による入学者選抜、入学後の講義受講、論文指導及び学位取得を可能とする Global 

Students Course を設けています。本 Course 担当教員について、p.13「Ⅳ．担当教員及び主な授業科目」一覧で

確認してください。また、本 Course 受験希望者は、事前に入試課（問い合わせ先は次頁 19.）にご連絡ください。 

また、進学願書の該当欄にチェックしてください。 
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18．個人情報及び試験成績の利用について 

  (1) 個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人お茶の水女子大学個人情報の管理に

関する規則」に基づいて適切に取り扱います。 

  (2) 大学が取得した氏名、住所、成績及び学修状況等の個人情報は、入学後の教務関係（学籍、修学指導等）、学生

支援関係（健康管理、授業料免除、奨学金の選考等）及び授業料等に関する業務を行う為に必要な範囲内で利用

します。 

  (3) 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、入試の改善や志願動向の調査・分析及びこれらに付随する業務を

行うために必要な範囲内で利用します。調査・分析等結果の発表に際しては個人が特定できないように処理します。 

  (4) お茶の水女子大学は、「個人情報の保護に関する法律」に規定されている場合を除き、本人の同意を得ることな

く今回入手した個人情報を他の目的で利用又は第三者に提供することはありません。 

19．学生募集及び入学試験に関する問い合わせ先 

    お茶の水女子大学 入試課 

    〒112-8610 東京都文京区大塚 2 丁目 1 番 1 号 

    TEL  （03）5978-5697  (土日祝日、年末年始を除く平日 9 時～17 時受付) 

    E-MAIL  nyushi@cc.ocha.ac.jp 
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Ⅲ．選考方法詳細 

【全専攻共通】 

1．出願書類（6 は、外国人留学生のみ提出） 

1 

 

 

進 学 願 書 

受 験 票 

写 真 票 

本学所定の用紙 

4.5 ㎝×3.5 ㎝で出願前 3 か月以内に撮影した写真 2 枚を指定欄に貼付。 

受験票は入学手続の際にも必要となる。 

2 

 

修 士 論 文 等 

（注１） 

2 部 ※各専攻ごとの詳細参照のこと。 

提出論文は、試験終了時に返却する。 

3 

 

修 士 論 文 等 の 要 旨 

 

6 部 ※各専攻ごとの詳細参照のこと。 

指示事項に沿っていれば、用紙の縦方向・横方向、罫紙・白地の別は自由。 

4 

 

 

 

 

研 究 計 画 書 

 

 

 

 

6 部 

比較社会文化学専攻・人間発達科学専攻・ジェンダー学際研究専攻は、日本語 1,000

字前後、横書き、A4 判用紙 2 枚以内におさめること。 

ライフサイエンス専攻・理学専攻は、日本語 1,000 字前後、又は英語 400 語程度

で、A4 判用紙 2 枚以内におさめること。 

5 成 績 証 明 書 博士前期課程のもの（コピー不可）。 

6 
住 民 票 の 写 し 

(外国人留学生のみ) 
市区町村発行で在留資格が記載されたもの。 

7 

 

 

 

返 信 用 封 筒 

 

 

 

本学所定の封筒に宛名を明記し 460 円分の切手（定形郵便 110 円+簡易書留 350 円

※郵便料金が改定される場合は、新料金に相当する額）を貼付すること。 

 ※日本国内の住所を記入すること。 

 ※後日、受験票と口述試験日程等を試験日の 7 日前までに届くように郵送予定。 

8 宛 名 票 関係書類を送付する際に必要なので、確実に連絡が取れる住所を記入すること。 

    (注１) 修了見込の学生の論文提出期限については、【各専攻詳細】を参照すること。 

    (注２) これらの書類の他に、指導教員又はそれに準ずる者が作成した推薦書（本学所定の用紙）を提出するこ

とができる。 

    (注３) 修士論文等のうち、①論文要旨及び②研究計画書は、①・②の順に１組にして左肩を重ねてホッチキス

留め（ステープル）すること。 

 

 

                  「研 究 計 画 書」 

                              氏名・志望専攻名・領域名 

 

 

                  「修 士 論 文 要 旨」 

                                氏名・志望専攻名・領域名 

             「修士論文題目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・」 

        ホッチキス留め（ステープル） 

           「・・・・・・・・・・・・・ 

 

    (注４) Global Students Course を希望する受験者は、TOEFL のスコア票又は IELTS の成績証明書を提出するこ

と。受験日が本学入学試験日からさかのぼって 2 年以内を有効とする。 
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2．試験科目： 口述試験（主論文及び研究計画） 

3．試験日程 

  9 月入試 

  2025 年 9 月 8 日（月） 

口 述 試 験 10 時 00 分～19 時 10 分 

  3 月入試 

  2026 年 3 月 3 日（火）  2026 年 3 月 4 日（水） 

口 述 試 験 13 時 00 分～18 時 40 分 10 時 00 分～19 時 10 分 

 

  ※ 口述試験はこの内の 40 分間であり、個人の日時については受験票送付の際、あわせて通知する。 

 

4．口述試験要領 

  (1) 口述試験は、本学で指定する日時とし、願書受理後、受験票と一緒に口述試験日程案内を送付する。 

  (2) 試験において、修士論文（又はそれに代わるもの）及び研究計画の内容・意義について比較社会文化学専攻は 

10 分程度、人間発達科学専攻・ジェンダー学際研究専攻・ライフサイエンス専攻・理学専攻は 15 分程度の 

説明を求められる。 

  (3) 使用機器はノートパソコンを除き試験室に用意するので、機器を使用する者は、願書中の「口述試験使用機器」

欄の使用機器に○を付けること。出願受理後の変更には応じられないので注意すること。 

    貸出する機器はＯＨＣ、ＰＣプロジェクター、ＣＤプレーヤー（カセットテープレコーダー兼用）とする。 

    ノートパソコンの貸出はしないので、持参すること。なお、ＰＣプロジェクターは MacPC との接続には適合して

いないため、変換アダプタを持参すること。 

    機器を使用する者は、うまく投影できない場合等に備えて、内容をプリントアウトし、配付用に４部持参するこ

と。 

  (4) 口述試験終了後、試験担当教員から修士論文を返却される。 

 

 

 

【各専攻詳細】 

  ※ 出願書類の内、2．修士論文等、3．修士論文等の要旨について 

  比較社会文化学専攻 

修士論文等 ２部 

ただし、修士論文提出後の研究により、修士論文を補足する研究成果のある場合はそれらを添付することができ

る。（各２部） 

※ 日本語以外の言語で作成したものについては、５，０００字以上の日本語要約を添付すること。（２部） 

修士論文（主論文）の要旨  ６部 

２，０００字以内、横書き、A4 判用紙３枚以内（図表を含む）におさめること。 

    (注１) ３月入試出願に際し、出願期間以降（2025 年 12 月 24 日（水）以降）に修士論文の提出締切がある 

修了見込の学生は、論文題目と論文提出締切日を願書に記載し、論文本体は 2026 年 1 月 16 日（金） 

【必着、ただし 1 月 15 日（木）の消印は受理】までに書留速達で提出すること。 

    (注２) 出願に際しては、指導を志望する教員の専門と合致しているか、あらかじめ確かめておくことができる。 

 

  人間発達科学専攻 

修士論文等 ２部 

ただし、修士論文を補足する研究成果がある場合はそれらを添付することができる。（各２部） 

※日本語以外の言語で作成したものについては、５，０００字以上の日本語要約を添付すること。（２部） 
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  修士論文（主論文）の要旨  ６部 

２，０００字以内、横書き、A4 判用紙３枚以内（図表を含む）におさめること。 

    (注１) ３月入試出願に際し、出願期間以降（2025 年 12 月 24 日（水）以降）に修士論文の提出締切がある 

修了見込の学生は、論文題目と論文提出締切日を願書に記載し、論文本体は 2026 年 1 月 16 日（金） 

【必着、ただし 1 月 15 日（木）の消印は受理】までに書留速達で提出すること。 

    (注２) 出願に際しては、指導を志望する教員又はその教員が所属する領域代表の教員にあらかじめ必ず問い合

わせておくこと。領域代表教員については、人間発達科学専攻の「担当教員及び主な授業科目」一覧を

参照のこと。 

  

  ジェンダー学際研究専攻 

修士論文等 ２部 

ただし、修士論文を補足する研究成果がある場合はそれらを添付することができる。（各２部） 

  修士論文（主論文）の要旨  ６部 

論文要旨は日本語又は英語で提出すること。 

日本語ならば２，０００字以内 

英語ならば   ８００語以内  で A4 判用紙３枚以内 

（図表を含む）におさめること。 

    (注１) ３月入試出願に際し、出願期間以降（2025 年 12 月 24 日（水）以降）に修士論文の提出締切がある 

修了見込の学生は、論文題目と論文提出締切日を願書に記載し、論文本体は 2026 年 1 月 16 日（金） 

【必着、ただし 1 月 15 日（木）の消印は受理】までに書留速達で提出すること。 

    (注２) 出願に際しては、指導を志望する教員又はその教員が所属する領域代表の教員にあらかじめ必ず問い合

わせておくこと。領域代表教員については、ジェンダー学際研究専攻の「担当教員及び主な授業科目」

一覧を参照のこと。 

 

  ライフサイエンス専攻 

Ａ 

①１０月進学を希望する者 

②４月進学希望者で、３月入試を受験する者 

Ｂ 

③４月進学希望者で、９月入試を受験する者 

修士論文等 ２部 修士論文に代わるもの  ６部 

ただし、修士論文を補足する論文がある場合は、それらを修

士論文に添付すること。（各２部） 

修士論文として提出する予定の研究内容を 

日本語 ５，０００字程度 

又は、 

英 語 ２，０００語程度 

にまとめること。（A4 判用紙） 

ただし、図表は字数には含まれない。 

なお、公表された研究成果があればそれらを添付

することができる。（各２部） 

※「修士論文に代わるもの」「研究計画書」の順

に１組にして左肩をホッチキス留め（ステープ

ル）すること。 

修士論文（主論文）の要旨  ６部 

論文要旨は日本語又は英語で提出すること。 

日本語ならば２，０００字程度 

英 語ならば  ８００語程度 

で A4 判用紙３枚以内（図表を含む）におさめること。 

    (注１) ３月入試出願に際し、出願期間以降（2025 年 12 月 24 日（水）以降）に修士論文の提出締切がある 

修了見込の学生は、論文題目と論文提出締切日を願書に記載し、論文本体は 2026 年 1 月 16 日（金） 

【必着、ただし 1 月 15 日（木）の消印は受理】までに書留速達で提出すること。 

なお、９月入試出願に際しては、出願者は全員、必要書類を出願期間内に提出すること。 

    (注２) 出願に際しては、指導を志望する教員又はその教員が所属する領域代表の教員にあらかじめ問い合わせ

ておくこと。領域代表教員については、ライフサイエンス専攻の「担当教員及び主な授業科目」一覧を

参照のこと。 
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  理学専攻 

Ａ 

①１０月進学を希望する者 

②４月進学希望者で、３月入試を受験する者 

Ｂ 

③４月進学希望者で、９月入試を受験する者 

修士論文等 ２部 修士論文に代わるもの  ６部 

ただし、修士論文を補足する論文がある場合は、それらを修

士論文に添付すること。（各２部） 

修士論文として提出する予定の研究内容を 

日本語 ５，０００字程度 

又は、 

英 語 ２，０００語程度 

にまとめること。（A4 判用紙） 

ただし、図表は字数には含まれない。 

なお、公表された研究成果があればそれらを添付

することができる。（各２部） 

※「修士論文に代わるもの」「研究計画書」の順

に１組にして左肩をホッチキス留め（ステープ

ル）すること。 

修士論文（主論文）の要旨  ６部 

論文要旨は日本語又は英語で提出すること。 

日本語ならば２，０００字程度 

英 語ならば  ８００語程度 

で A4 判用紙３枚以内（図表を含む）におさめること。 

    (注１) ３月入試出願に際し、出願期間以降（2025 年 12 月 24 日（水）以降）に修士論文の提出締切がある 

修了見込の学生は、論文題目と論文提出締切日を願書に記載し、論文本体は 2026 年 1 月 16 日（金） 

【必着、ただし 1 月 15 日（木）の消印は受理】までに書留速達で提出すること。 

なお、９月入試出願に際しては、出願者は全員、必要書類を出願期間内に提出すること。 

    (注２) 出願に際しては、指導を志望する教員又はその教員が所属する領域代表の教員にあらかじめ問い合わせ

ておくこと。領域代表教員については、理学専攻の「担当教員及び主な授業科目」一覧を参照のこと。 
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